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明
治
期
以
来
の
藩
閥
と
政
党
の
関
係
を
清
算
し
、
戦
前
二
大
政
党
の
原

型
を
作
っ
た
日
露
戦
後
か
ら
大
正
政
変
期
の
政
界
再
編
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、

多
く
の
研
究
者
の
関
心
を
惹
き
つ
け
て
き
た
。
藩
閥
と
政
党
の
提
携
を
論

じ
た
「
官
民
調
和
体
制
」（
坂
野
潤
治
）
や
、
政
友
会
の
地
方
利
益
論
（
三

谷
太
一
郎
）、
対
抗
政
党
・
同
志
会
の
研
究
（
櫻
井
良
樹
）
な
ど
が
、
主

た
る
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

そ
の
う
え
で
、
本
書
は
桂
太
郎
・
原
敬
ら
提
携
の
主
役
と
は
異
な
る
政

治
家
・
政
治
勢
力
に
焦
点
を
あ
て
る
。こ
の
傾
向
は
近
年
の
松
田
正
久（
西

山
由
理
花
）・
犬
養
毅
（
久
野
洋
）
ら
の
研
究
に
も
見
ら
れ
る
動
向
だ
が
、

本
書
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
吏
党
系
・
政
友
会
非
幹
部
派
の
政
治
家
・
大

岡
育
造
で
あ
る
。「
原
敬
史
観
」
の
視
点
か
ら
は
無
能
な
敗
残
者
と
さ
れ

る
大
岡
を
、
本
書
は
新
た
な
枠
組
か
ら
評
価
を
試
み
る
。
す
な
わ
ち
「
官

民
調
和
」
と
評
さ
れ
て
き
た
藩
閥
官
僚
と
政
党
の
関
係
に
、
両
者
の
融
合

を
め
ざ
す
官
民
「
一
体
」
論
（
大
岡
ら
）
と
、
独
立
の
ま
ま
相
互
関
係
を

確
立
す
る
官
民
「
協
調
」
論
（
原
ら
）
と
い
う
概
念
を
導
入
し
、（
将
来

的
な
）
二
大
政
党
の
成
長
に
よ
る
政
党
内
閣
制
を
自
明
視
し
な
い
、
大
岡

ら
が
め
ざ
し
た
別
の
「
官
民
調
和
」
の
可
能
性
を
提
起
す
る
の
で
あ
る
。

　

本
書
の
構
成
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

序
章　

近
代
日
本
政
治
史
研
究
と
官
民
調
和

第
一
部　

日
清
・
日
露
戦
間
期
に
お
け
る
官
民
「
協
調
」
の
動
揺
と
再
編

　

第
一
章　

日
清
戦
後
の
官
民
調
和
と
三
党
鼎
立
論

　

第
二
章　

日
露
戦
前
の
官
民
調
和
と
対
露
危
機

　

第
三
章　

桂
園
体
制
成
立
過
程
に
お
け
る
国
策
機
関
論

第
二
部　

日
露
戦
後
の
官
民
「
一
体
」
化
と
戦
前
二
大
政
党
の
成
立

　

第
一
章　

政
友
会
の
自
立
化
と
日
露
戦
後
恐
慌

　

第
二
章　

桂
新
党
路
線
の
展
開
と
糖
業
政
策

　

第
三
章　

政
友
会
「
硬
派
」
の
台
頭
と
政
国
提
携
論

　

第
四
章　

大
正
政
変
期
に
お
け
る
政
国
・
薩
派
連
立
内
閣
論
の
破
綻

補
論　

日
露
戦
後
経
営
と
生
産
調
査
会
設
置
問
題

終
章　

官
民
調
和
の
変
容
過
程

　

第
一
部
は
、
日
清
戦
後
の
官
民
「
協
調
」
が
伊
藤
新
党
構
想
・
政
友
会

創
設
な
ど
で
失
わ
れ
、
桂
太
郎
と
原
敬
間
の
排
他
的
提
携
関
係
（
新
た
な
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官
民
「
協
調
」）
へ
再
編
さ
れ
る
ま
で
を
、
官
民
「
一
体
」
を
め
ざ
す
大

岡
育
造
ら
の
動
向
を
軸
に
描
く
。
筆
者
は
大
方
の
予
想
に
反
し
て
、
衆
院

過
半
数
政
党
が
存
在
し
な
い「
小
党
分
立
」状
態
を
前
提
と
す
る
官
民「
協

調
」
こ
そ
が
、
じ
つ
は
安
定
的
な
官
民
の
提
携
関
係
で
あ
り
、
大
政
党
樹

立
の
動
き
は
か
え
っ
て
官
民
の
対
立
を
激
化
さ
せ
た
と
指
摘
す
る
。

　

第
一
章
で
は
、
吏
党
（
国
民
協
会
）
内
部
の
佐
々
友
房
ら
国
権
派
は
官

民
「
協
調
」（
山
県
に
近
い
）、
大
岡
ら
実
業
派
は
官
民
「
一
体
」（
伊
藤

に
近
い
）
を
志
向
す
る
勢
力
と
し
て
描
か
れ
る
。
前
者
の
三
党
鼎
立
論
と

自
由
─
国
民
協
会
連
合
路
線
の
共
存
は
、
実
業
派
の
伊
藤
新
党
構
想
へ
の

接
近
で
動
揺
し
、
最
終
的
に
国
民
協
会
の
帝
国
党
へ
の
発
展
解
消
と
、
大

岡
ら
の
政
友
会
参
加
で
分
裂
清
算
さ
れ
る
。

　

第
二
章
で
は
、旧
国
民
協
会
実
業
派
や
自
由
党
土
佐
派
な
ど
の
系
譜
が
、

政
友
会
の
一
部
（
浜
の
屋
組
、
二
日
会
）
な
ど
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
が
示

さ
れ
る
。
彼
ら
は
官
民
の
調
和
を
め
ざ
し
て
、
桂
内
閣
と
政
友
会
の
対
決

回
避
を
め
ざ
す
元
老
ら
の
妥
協
に
応
じ
よ
う
と
し
、
従
来
の
吏
党
に
近
い

役
割
を
果
た
し
た
。

　

第
三
章
で
は
、
日
糖
事
件
の
背
後
に
あ
っ
た
大
岡
を
中
心
と
す
る
政
友

会
二
日
会
に
、
米
独
を
モ
デ
ル
と
し
た
「
富
国
」
を
め
ざ
す
経
済
重
視
の

政
策
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
彼
ら
は
政
友
会
内
の
政
務
調
査
機

構
な
ど
を
基
盤
と
し
て
産
業
資
本
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
資
金
力
を
背

景
と
し
た
主
導
権
掌
握
を
め
ざ
し
た
が
、
原
ら
と
の
党
内
抗
争
に
敗
れ
て

勢
力
を
失
っ
て
い
く
。

　

第
二
部
は
、
日
露
戦
後
に
お
け
る
政
界
の
情
勢
が
、
政
友
会
非
幹
部
派

を
中
心
に
描
か
れ
る
。
原
の
情
意
統
合
路
線
（
官
民
「
協
調
」）
や
、
桂

の
新
党
構
想
（
官
民
「
一
体
」）
に
親
和
的
な
非
幹
部
派
「
軟
派
」
と
別

途
に
、
非
幹
部
派
「
硬
派
」
と
憲
政
本
党
・
国
民
党
非
改
革
派
（
犬
養
毅

ら
）
に
よ
る
民
党
連
合
・
護
憲
運
動
路
線
が
着
目
さ
れ
、
硬
派
と
軟
派
が

混
在
す
る
政
友
会
非
幹
部
派
の
動
向
が
各
政
治
構
想
の
成
否
を
握
っ
て
い

た
と
の
構
図
を
示
す
。

　

第
一
章
で
は
、
第
一
次
西
園
寺
内
閣
期
に
お
け
る
政
友
会
の
藩
閥
か
ら

の
自
立
化
の
動
向
を
、
財
界
救
済
運
動
を
通
し
た
産
業
資
本
家
・
興
銀
へ

の
接
近
に
見
る
。
原
の
推
進
す
る
地
方
利
益
誘
導
に
と
ど
ま
ら
な
い
政
友

会
内
の
新
産
業
分
野
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
岡
崎
邦
輔
（
非
幹
部
派
「
硬

派
」）
な
ど
の
政
治
活
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

　

第
二
章
で
は
、
大
岡
ら
政
友
会
二
日
会
（
非
幹
部
派
「
軟
派
」）
が
進

め
た
糖
業
政
策
（
砂
糖
官
営
構
想
）
は
、
桂
を
中
心
と
す
る
「
大
合
同
」

実
現
を
め
ざ
す
手
段
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ

る
。
だ
が
三
党
鼎
立
に
こ
だ
わ
る
山
県
閥
と
、
民
党
連
合
を
め
ざ
す
岡
崎

ら
の
対
抗
を
う
け
、
二
日
会
の
構
想
は
日
糖
事
件
で
挫
折
す
る
。

　

第
三
章
で
は
、
非
幹
部
派
を
基
盤
と
す
る
政
友
会
の
松
田
正
久
の
動
向
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が
扱
わ
れ
る
。
松
田
は
憲
政
本
党
の
犬
養
毅
、
又
新
会
内
部
の
「
小
合
同
」

論
者
と
提
携
し
て
反
桂
内
閣
連
合
を
推
進
す
る
が
、
小
合
同
論
は
地
租
軽

減
（
農
村
）
と
三
税
廃
止
（
都
市
）
の
優
先
順
位
を
め
ぐ
る
問
題
に
直
面

す
る
。
松
田
は
党
幹
部
と
し
て
桂
と
の
妥
結
を
容
認
す
る
が
、
本
書
は
そ

の
理
由
と
し
て
、
元
田
肇
ら
旧
二
日
会
員
（「
軟
派
」）
に
よ
る
桂
へ
の
合

流
、
す
な
わ
ち
党
分
裂
を
警
戒
し
た
点
を
指
摘
す
る
。

　

第
四
章
で
は
、
第
二
次
西
園
寺
内
閣
期
が
減
税
と
海
軍
拡
張
を
目
指
す

な
か
で
、
薩
派
・
国
民
党
と
政
友
会
非
幹
部
派
「
硬
派
」
の
政
治
的
距
離

が
接
近
す
る
。
だ
が
薩
派
と
の
提
携
志
向
を
も
つ
松
田
ら
は
、
閥
族
批
判

を
強
め
て
護
憲
運
動
を
展
開
す
る
「
硬
派
」
を
統
御
で
き
ず
、
護
憲
運
動

の
中
心
で
あ
っ
た
犬
養
（
国
民
党
非
改
革
派
）
も
薩
派
と
の
連
合
に
乗
れ

ず
に
終
わ
る
。
第
一
次
山
本
権
兵
衛
内
閣
の
成
立
は
、「
硬
派
」
や
国
民

党
を
含
み
こ
む
政
国
合
同
構
想
の
失
敗
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
雑
駁
な
内
容
紹
介
で
あ
る
が
、本
書
で
特
筆
す
べ
き
は
、吏
党
系
・

政
友
会
非
幹
部
派
な
ど
従
来
注
目
が
薄
か
っ
た
第
三
勢
力
を
、
政
界
再
編

の
原
動
力
と
し
て
再
評
価
し
、
一
定
の
成
功
を
収
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

居
座
り
解
散
を
策
す
る
桂
首
相
に
辞
職
勧
告
し
た
大
岡
衆
院
議
長
の
言
辞

は
有
名
だ
が
、「
な
ぜ
桂
は
山
本
で
も
原
で
も
な
く
、
大
岡
の
言
葉
で
辞

職
を
決
意
し
た
の
か
」
と
筆
者
が
問
う
一
節
は
、
本
書
が
説
明
す
る
政
友

会
非
幹
部
派
の
動
向
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
眩
い
ば
か
り
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

と
な
る
。
大
正
政
変
の
帰
結
点
で
は
な
く
、
そ
こ
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
多

角
的
に
探
究
し
た
著
者
の
姿
勢
は
評
価
で
き
る
。

　

ま
た
本
書
で
は
、
非
幹
部
派
の
外
交
や
経
済
政
策
の
側
面
に
も
光
を
あ

て
る
。
新
産
業
の
勃
興
が
著
し
い
当
該
期
に
は
、
後
発
の
「
産
業
資
本
」

と
旧
来
の
「
金
融
資
本
」
の
利
害
対
立
が
生
じ
て
お
り
、
本
書
は
「
戦
後

経
営
」
を
め
ぐ
る
産
業
資
本
（
製
糖
業
な
ど
）
と
非
幹
部
派
の
接
点
に
着

目
す
る
。
日
糖
事
件
を
単
な
る
汚
職
事
件
と
し
て
の
み
で
な
く
、
そ
の
背

景
に
資
本
間
対
立
を
指
摘
す
る
本
書
の
主
張
は
注
目
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
各
種
の
新
し
い
論
点
を
提
起
す
る
本
書
は
、
今
後
の

当
該
期
理
解
に
欠
か
せ
な
い
研
究
成
果
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を

前
提
に
、
評
者
な
り
の
疑
問
点
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　

本
書
は
当
該
期
の
政
界
を
構
図
化
す
る
う
え
で
、
官
民
「
協
調
」
と
官

民
「
一
体
」
の
対
比
を
提
唱
す
る
。
坂
野
潤
治
に
よ
る
「
官
民
調
和
体
制
」

は
シ
ン
プ
ル
に
し
て
選
れ
た
対
抗
構
想
の
枠
組
だ
が
、
枠
か
ら
捨
象
さ
れ

た
勢
力
を
補
完
す
れ
ば
、
図
式
の
複
雑
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。
こ
れ
を
補

う
本
書
の
新
た
な
構
図
化
の
ツ
ー
ル
が
「
協
調
」
と
「
一
体
」
の
対
比
概

念
の
導
入
で
あ
っ
た
が
、
た
だ
こ
の
二
者
は
本
当
に
対
比
で
き
る
の
か
。

　

た
と
え
ば
本
書
は
、
非
幹
部
派
の
構
想
の
み
な
ら
ず
、
伊
藤
博
文
の
政

友
会
創
立
や
桂
新
党
の
結
成
を
官
民
「
一
体
」
を
め
ざ
す
動
向
と
し
て
描

き
な
が
ら
、
実
際
に
成
立
し
た
政
友
会
を
主
導
す
る
原
敬
を
、
藩
閥
政
党
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の
分
立
を
前
提
と
す
る
官
民
「
提
携
」
論
者
と
し
て
扱
う
。
こ
の
点
は
や

や
読
者
に
理
解
し
づ
ら
い
。

　

な
ぜ
そ
う
な
る
か
。
評
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
官
民
「
協
調
」
が
現
実
の

関
係
性
を
も
つ
政
治
的
所
為
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
官
民
「
一
体
」
は
あ

る
種
の
理
想
論
に
留
ま
る
か
ら
で
あ
る
。「
協
調
」
す
る
原
敬
と
て
、
政

党
主
体
の
国
家
統
合
的
な
構
想
を
、
中
長
期
的
に
持
た
な
か
っ
た
か
と
言

え
ば
、
断
定
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
党
幹
部
の
原
は
桂
と
の
主
導
権
分
有
を

前
提
に
「
提
携
」
し
、
対
し
て
非
幹
部
の
大
岡
ら
は
、
よ
り
根
本
的
な
「
一

体
」
を
め
ざ
す
な
か
で
政
治
的
主
導
権
の
奪
取
を
狙
っ
た
。
つ
ま
り
「
協

調
」
と
「
一
体
」
は
、
実
権
を
掌
握
す
る
政
治
的
現
実
と
、
飛
躍
の
た
め

に
掲
揚
す
る
理
想
の
差
異
で
も
あ
る
。
本
書
で
は
後
年
の
戦
前
政
党
内
閣

制
で
す
ら
「
一
体
」
を
実
現
で
き
な
か
っ
た
と
の
著
者
の
展
望
が
語
ら
れ

る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
、
官
民
「
一
体
」
論
は
永
久
運
動
的

で
あ
る
。

　

戦
前
の
あ
ら
ゆ
る
政
治
勢
力
が
、諸
勢
力
と
の
対
抗
の
な
か
で
官
民「
一

体
」を
理
想
と
す
る
に
至
る
誘
因
性
に
興
味
は
沸
く
が
、そ
れ
が
官
民「
協

調
」
と
対
比
で
き
る
性
質
で
あ
る
か
は
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
は
な
い

か
。
評
者
の
浅
薄
な
理
解
に
基
づ
く
誤
読
は
ご
寛
恕
を
願
い
た
い
が
、
右

の
点
を
申
し
添
え
た
う
え
で
、
本
書
を
代
表
と
す
る
当
該
期
政
治
史
研
究

の
近
年
に
お
け
る
活
性
化
を
心
よ
り
喜
び
た
い
。

（
Ａ
５
判
、
三
三
六
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
十
月
発
行
、
定
価

一
〇
、〇
〇
〇
円
＋
税
）


